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Abstract
Sleep accounts for about one-third of life time, its physiological phenomena are indispensable for maintaining and 

improving the quality of life such as resting of the brain, recovery of the mind and body. In recent years, many studies have 
revealed that sleep and general health are closely related. The social and economic loss caused by sleep problems in Japan 
is estimated to be 15 trillion yen a year, and the social significance of improving sleep is great. In this paper, we will report 
on the development of “Foods with Function Claims” that improves the quality of sleep, focusing on the findings of “Sake 
Yeast GSP6” and its effect of sleep improvement. Sake yeast is necessary for the production of sake, and has been eaten as a 
food such as Kasujiru (a soup containing sake yeast) and Kasuzuke (pickles containing sake yeast). We also demonstrate that 
daily ingestion of Sake Yeast GSP6 enhances sleep quality, which in turn, improves skin quality, as indicated by an improve-
ment in cheek collagen density, skin elasticity, and TEWL. These results suggest that sleep improvement by taking sake yeast 
supplements is an effective way to preserve skin health.
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1. は じ め に

睡眠は，身体の防御機構や成長，修復・回復に関与し
ており，翌日の活動に備えた体内環境の整備など生活の
質を維持・向上させるために必要不可欠なものである。
また，近年，睡眠と全身健康の関係が研究され，睡眠に
問題を抱える場合，精神疾患，高血圧，肥満などの生活
習慣病，さらには認知症などの発症リスクが高くなるこ
とが分かってきている 1）。加えて，健常者であっても睡
眠に不具合があると運動パフォーマンスの低下や肌質の
悪化等を経験する。
睡眠不満を改善する手段として，睡眠時間の延長が
必要とされているが，令和元年の国民健康・栄養調査 2）

において，20代男女では「就寝前に携帯電話，メール，
ゲームなどに熱中すること」，30～40代男性では「仕
事」，30代女性では「育児」が睡眠確保の妨げとなって
おり，ライフステージやライフスタイルの変化により，
限られた睡眠時間しか確保できない社会環境の中で，時
間の確保は容易ではない。本邦の睡眠問題に起因する社
会的経済損失は，年15兆円と試算されている 3）ことか

らも，睡眠を改善することは社会的意義が大きい。
このような状況下において，健康を維持し日中の活動
度を高めるため，深い眠りの割合を増やし，睡眠の質を
向上させる工夫が求められており，われわれは睡眠の質
の向上を目指した食品素材の探索を行った。本稿では，
当社がこれまで行ってきた睡眠研究について紹介すると
ともに，睡眠の質向上を目指した食品素材の探索および
睡眠改善により美容・健康状態が向上する「睡眠ヘルスケ
ア」価値創出に向けた取り組みについてご紹介する。

2. 睡眠の質改善作用を示す食品素材；清酒酵母 GSP6
の発見

当社ではこれまでに，睡眠の質の向上を目指した食品
開発に向け，さまざまな素材の評価を実施してきた。ス
トレス緩和や鎮静作用など睡眠と関連する機能が報告さ
れている80種の食品素材を評価した結果，睡眠の質を
向上させる食品として清酒酵母 GSP6を見いだした。清
酒酵母 GSP6は，パン酵母やビール酵母と同じ Saccha-
romyces cerevisiae種に属する酵母で，主に日本酒の製造
に利用されている（Fig. 1）。日本では酒粕，甘酒や粕漬
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